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夏
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
八
月
下
旬
の
二
日
間
は
、
島

﨑
先
生
の
保
残
木
マ
ー
ク
法
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
森
林
調
査
の
林

齢
と
上
層
樹
高
か
ら
地
位
指
数
を

求
め
る
と
、
将
来
の
樹
高
成
長
は

ほ
ぼ
そ
の
線
に
沿
っ
て
い
く
の

で
、
最
終
的
な
伐
期
齢
（
主
伐
時

の
林
齢
）
の
時
に
は
ど
の
く
ら
い

の
樹
高
に
な
る
か
と
い
う
予
想
が

で
き
ま
す
。
そ
の
時
の
相
対
幹
距

比
を
決
め
る
と
保
残
木
数
が
わ
か

り
ま
す
。
本
数
分
だ
け
形
質
が
よ

く
樹
高
の
高
い
木
を
選
び
、
選
抜

し
た
木
の
生
長
を
阻
害
し
て
い
る

木
を
伐
る
こ
と
が
、
こ
の
方
法
の

最
大
の
要
点
で
、
選
抜
木
で
も
な

く
、
伐
る
木
で
も
な
い
木
が
で
て

く
る
の
も
、
こ
の
方
法
の
特
徴
の

一
つ
で
す
。
そ
ん
な
木
は
、
次
回

の
間
伐
で
。
将
来
へ
残
す
木
、
今

伐
る
木
、
ま
た
次
回
伐
る
木･･･

幹に預けて

保残木マーク法とは

姿勢を決めて

継
続
し
て
手
入
れ
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
感
じ
る
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
は
、
前
回
の
測

量
・
測
樹
と
同
じ
西
春
近
の
ヒ
ノ

キ
林
で
、
保
残
木
マ
ー
ク
法
は
使

わ
ず
に
、
あ
ら
か
じ
め
山
主
さ
ん

が
選
ん
で
く
れ
た
伐
倒
木
を
伐
る

間
伐
と
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
と
い
う

携
帯
可
能
な
簡
易
ウ
ィ
ン
チ
を

使
っ
た
集
材
と
な
り
ま
し
た
。

　
間
伐
で
は
、
六
月
の
伐
木
造
材

以
来
の
久
し
ぶ
り
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
。
し
か
も
混
み
あ
っ
た
ヒ
ノ

キ
林
は
、
隣
接
木
と
枝
が
絡
み
合

う
よ
う
な
状
態
で
、
ロ
ー
プ
や
チ

ル
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
の
牽
引
が

必
要
な
木
が
多

い
。
伐
倒
方
向

を
選
定
し
て
退

避
路
を
確
保
し

た
ら
、
受
け
口
・

つ
る
・
追
い
口

を
思
い
出
し
な

が
ら
、
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
し
、

立
ち
位
置
を
決

め
、
伐
倒
に
移

る
。
受
け
口
の

水
平
と
斜
め
を

一
気
に
伐
り
開

け
た
ら
、
方
向

を
確
認
し
て
、

追
い
口
伐
り
。

つ
る
を
厚
め
に

残
し
て
牽
引
し
て
も
ら
い
、
幹
が

あ
る
程
度
傾
い
た
ら
追
い
口
を
伐

り
進
む
。
最
後
は
牽
引
で
引
き
倒

し
て
完
了
と
い
う
伐
倒
が
続
き
ま

し
た
。
枝
払
い
で
は
、
で
き
る
だ

け
梢
に
向
か
っ
て
幹
の
左
側
を
進

み
、
一
本
一
本
の
枝
に
あ
わ
せ
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
向
き
を
変
え
な

が
ら
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
、
幹
が

滑
ら
か
に
な
る
よ
う
に
切
り
落
と

し
て
い
き
ま
し
た
。
造
材
は
軽
ト

ラ
で
運
搬
可
能
な
長
さ
に
。
幹
の

動
き
を
予
測
・
観
察
し
な
が
ら
、

地
面
に
刃
を
当
て
ず
、
切
り
口
が

幹
と
垂
直
に
な
る
よ
う
に
回
し
伐

り
。

　
間
伐
が
す
す
み
、
木
漏
れ
日
が

差
し
込
む
林
内
に
散
ら
ば
っ
た
丸

太
は
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
集
め
て

み
ま
し
た
。
ど
の
地
点
に
ど
こ
を

通
っ
て
集
め
る
か
。
そ
の
地
点
に

近
い
木
に
滑
車
を
付
け
、
折
り
返

し
た
安
全
な
と
こ
ろ
の
木
に
本
体

を
設
置
。
ワ
イ
ヤ
ー
は
滑
車
を
通

し
て
丸
太
の
あ
る
場
所
へ
。
赤
い

キ
ャ
ッ
プ
に
丸
太
を
載
せ
た
ら
集

材
で
す
。
切
り
株
を
避
け
、
生
立

し
て
い
る
木
々
の
間
を
抜
け
て
引

き
寄
せ
ら
れ
た
丸
太
は
、
林
道
脇

の
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
の
そ
こ
か

し
こ
に
、
綺
麗
に
椪
積
み
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し

た
。
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
・
早
川
講
師
の
挨
拶

の
後
、島
﨑
先
生
か
ら
林
業
の

現
状
や
針
葉
樹
の
成
長
の
特

徴
の
お
話
を
聞
き
、
保
残
木

マ
ー
ク
法
と
列
状
間
伐
の
講

義
を
受
け
る
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
班
分
け
、
身
支
度
を
し
て
、
分

乗
で
前
回
の
測
量
・
測
樹
と
同

じ
西
春
近
の
現
場
へ
向
か
う
。

1010101010
時時時時時

　
現
地
着
。
前
回
の
川
島
さ
ん
班

の
林
分
で
、島
﨑
先
生
に
よ
る

円
形
プ
ロ
ッ
ト
調
査
法
や
保

残
木
マ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る

講
義
。林
齢
と
上
層
樹
高
か
ら

地
位
指
数
を
判
定
す
る
と
、将

来
の
樹
高
が
予
想
で
る
。主
伐

の
と
き
の
樹
高
と
相
対
幹
距

比
か
ら
保
残
木
本
数
を
。形
質

の
良
い
木
を
中
心
に
選
木
す

る
と
、そ
の
成
長
を
阻
害
す
る

木
を
伐
る
こ
と
に
。将
来
へ
残

す
木
・
今
伐
る
木
と
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
木
。
今
の
手
入
れ
、

次
回
の
間
伐
、そ
し
て
残
っ
た

木
の
成
長
が
楽
し
み
な
間
伐

法
。林
分
材
積
の
簡
易
判
定
を

す
る
ビ
ッ
タ
ー
リ
ッ
ヒ
の
話

も
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
各
班
で
機
材
を
準
備
し
て
、
間

伐
開
始
。テ
ー
プ
の
巻
い
て
あ

る
木
が
伐
る
木
。枝
張
り
や
幹

の
傾
き
な
ど
か
ら
伐
倒
方
向

を
決
め
た
ら
、
久
し
ぶ
り
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。エ
ン
ジ
ン
の

始
動
・
受
け
口
・
追
い
口
・
つ

る
を
思
い
出
し
、退
避
路
を
確

保
し
て
。

1212121212
時時時時時

　
現
場
で
各
班
毎
に
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
雨
が
パ
ラ
パ
ラ
。
少
し
早
い
が

間
伐
を
再
開
。
込
み
合
っ
て
、

隣
接
木
と
枝
が
絡
み
合
う
よ

う
な
状
態
の
ヒ
ノ
キ
林
な
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ロ
ー
プ
を

セ
ッ
ト
し
た
牽
引
伐
倒
を
繰

り
返
す
。
枝
は
、
一
本
一
本
、

幹
に
沿
っ
て
滑
ら
か
に
フ
ル

ス
ロ
ッ
ト
ル
で
払
い
、
造
材

は
、幹
の
動
き
や
地
面
に
接
し

な
い
か
注
意
し
な
が
ら
、垂
直

に
1
ｍ
80
cm
で
。
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時時時時時
1515151515
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作
業
を
終
了
し
、
機
材
を
片
付

け
て
小
屋
へ
戻
る
。

1616161616
時時時時時
5555555555
分分分分分

　
一
応
、
解
散
。
暑
気
払
い
ま
で

に
お
風
呂
で
も
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
ビ
ー
ル
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
暑

気
払
い
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
、島

﨑
先
生
か
ら

の
安
全
作
業

の
お
願
い
の

後
、小
屋
前
で

記
念
撮
影
。

88888
時時時時時
5050505050
分分分分分

　　　　　
後
身
支
度
を
し

て
、分
乗
で
昨

日
と
同
じ
現

場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
大
野
さ
ん
の
班

は
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
集
材
。
川

島
さ
ん
と
平
林
さ
ん
の
班
は

間
伐
。
各
班
毎
に
機
材
を
準
備

し
て
作
業
開
始
。
間
伐
で
は
、

中
に
は
太
い
伐
倒
木
や
傾
き

と
異
な
る
方
向
へ
倒
し
た
い

木
が
あ
り
、
チ
ル
ホ
ー
ル
を

使
っ
た
牽
引
伐
倒
を
す
る
こ

と
も
。
集
材
で
は
、
ど
の
地
点

に
何
処
を
通
っ
て
集
め
る
か

決
め
、滑
車
を
使
っ

て
折
り
返
し
た
と

こ
ろ
に
本
体
を
設

置
。赤
い
キ
ャ
ッ
プ

に
丸
太
を
載
せ
て

引
き
寄
せ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
丸
太

は
林
道
脇
に
綺
麗

に
椪
積
み
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
作
業
を
交
代
。今

度
は
、平
林
さ
ん
の

班
が
ひ
っ
ぱ
り
だ

こ
。
川
島
さ
ん
・
大

野
さ
ん
の
班
は
間

枝払いのときのチェーンソー

ガンバレ！チルホールマン

全幹集材に挑戦

伐
。間
伐
で
は
チ
ル
ホ
ー
ル
マ

ン
の
活
躍
が
続
き
、集
材
で
は

運
転
手
と
先
山
係
り
を
交
代

し
て
の
作
業
が
続
く
。

1212121212
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
現
場
で
各
班
毎
に
昼
食
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
川
島
さ
ん
の
班
は
ひ
っ
ぱ
り
だ

こ
集
材
、
大
野
さ
ん
・
平
林
さ

ん
の
班
は
間
伐
で
午
後
の
作

業
を
開
始
。
集
材
で
は
、
枝
払

い
は
終
了
し
て
し
る
が
造
材

を
し
な
い
全
幹
の
状
態
で
の

集
材
や
、山
側
へ
の
引
き
上
げ

集
材
に
挑
戦
。
間
伐
で
は
、
等

高
線
方
向
へ
の
伐
倒
や
牽
引

伐
倒
を
継
続
。

1515151515
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
作
業
を
終
了
。
機
材
を
片
付
け

て
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
。チ
ョ
ー
ク
状
態
で
エ
ア
ク

リ
ー
ナ
ー
を
掃
除
。
本
体
カ

バ
ー
を
外
し
て
、ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
と
バ
ー
を
分
離
し
た
ら
、オ
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イ
ル
の
通
り
道
を
入
念
に
掃

除
。
組
み
立
て
た
ら
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
。ス
チ
ー

ル
Ｍ
Ｓ
２
０
０
は
、４
ミ
リ
の

丸
ヤ
ス
リ
で
30
度
・
水
平
に
、

同
じ
回
数
ず
つ
。ハ
ス
ク
バ
ー

ナ
の
目
立
て
を
行
う
班
も
。

1717171717
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
講
師
総
括
。
諸
連
絡
を
し
て
終

了
、解
散
。お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
安
部
（
貴
）
さ
ん
、
安

部
（
英
）
さ
ん
、
池
中
さ
ん
、

大
槻
さ
ん
、
荻
上
さ
ん
、
沖
永

さ
ん
、加
藤
さ
ん
、熊
沢
さ
ん
、

栗
本
さ
ん
、
島
谷
さ
ん
、
武
田

さ
ん
、増
田
さ
ん
、村
田
さ
ん
、

鷹
野
さ
ん
、
水
野
さ
ん
、
熊
木

さ
ん
、
園
田
さ
ん

講
師
／
島
﨑
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
平
林
、

坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
八
第
八
第
八
第
八
第
八
・・・・・
九
回
九
回
九
回
九
回
九
回

　　　　　
99999
月月月月月
1111111111
・・・・・
1212121212
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐
②②②②②
・・・・・
集
材
集
材
集
材
集
材
集
材
②②②②②

　
間
伐
・
集
材
の
第
二
回
目
。
現

場
は
、
野
底
と
い
う
地
籍
の
ヒ
ノ

キ
林
で
、
一
日
目
は
、
間
伐
を

じ
っ
く
り
と
。
や
は
り
ロ
ー
プ
や

チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
牽
引
伐
倒

が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

　
二
日
目
は
、「
キ
ャ
タ
ト
ラ
」
と

い
う
林
内
作
業
車
を
使
っ
た
集
材

を
二
班
一
組
で
行
う
予
定
で
す
。

　
両
日
と
も
に
集
合
は
、
8
時
30

分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
で
す
。

マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具
、
ご
持
参

下
さ
い
。

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

　　　　　
1010101010
月月月月月
11111
〜〜〜〜〜
33333
日日日日日
（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

　　　　　

 

　
早
い
も
の
で
今
年
度
の
最
終

回
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
富
県

と
い
う
と
こ
ろ
の
ヒ
ノ
キ
・
ア
カ

マ
ツ
を
主
体
と
し
た
傾
斜
林
分
で

の
伐
木
造
材
と
な
り
ま
す
。

　
基
本
の
復
習
は
も
ち
ろ
ん
、
牽

引
伐
倒
や
矢
を
使
っ
た
伐
倒
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
傾
斜
地
で
の
安

全
確
実
な
造
材
や
枝
払
い
の
習
熟

も
平
行
し
て
集
大
成
と
し
ま
し
ょ

う
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
集
材
な
ど

も
可
能
で
す
。

　
三
日
間
と
も
に
、

8
時
30
分
、島

﨑
先
生
の
山

小
屋
集
合
で

す
。

　
集
中
講
座
を
二
度
体
験
し
、
今

年
度
は
通
年
コ
ー
ス
で
基
礎
か
ら

学
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
か
ら
と

言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
充
分
に
高

度
で
あ
り
、「
守
・
破
・
離
」の﹇
守
﹈

を
き
ち
ん
と
学
び
、
型
も
習
得
し

た
い
と
欲
張
っ
て
い
ま
す
。
体
で

覚
え
て
実
践
し
な
い
と
直
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
あ
り
、
ま
だ

体
力
が
あ
る
う
ち
に
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
定
年
退
職
の
年
ま
で

通
年
コ
ー
ス
を
持
ち
越
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
で
学

ぶ
な
か
、「
森
づ
く
り
」
で
自
分

が
、
出
来
る
事
を
決
め
た
ら
、
気

負
い
無
く
、
淡
々
と
続
け
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
ぜ
か
木

「
な
ぜ
か
木

「
な
ぜ
か
木

「
な
ぜ
か
木

「
な
ぜ
か
木
・・・・・
森森森森森
・・・・・
山
が
好
き
」

山
が
好
き
」

山
が
好
き
」

山
が
好
き
」

山
が
好
き
」

　
お
隣
の
岐
阜
県
出
身
で
、
山
が

好
き
で
信
州
に
き
て
、
三
十
六
年

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
山
へ
は

ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
に
行
く
ぐ
ら

い
で
、
木
が
気
に
な
っ
て
し
ょ
う

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
不
思
議

で
す
。
森
林
塾
の
通
年
コ
ー
ス
に

参
加
し
始
め
て
、
改
め
て
こ
れ
ま

で
の
「
山
、
森
、
木
」
と
の
縁
を

振
り
返
り
、
何
故
、
木
が
身
近
に

あ
り
、
森
に
入
る
と
気
持
ち
が
よ

く
な
っ
て
、
い
き
い
き
し
た
感
情

に
な
れ
る
の
か
？
そ
ん
な
、
木
を

育
て
森
を
つ
く
る
こ
と
に
、
自
分

が
何
か
具
体
的
に
出
来
る
こ
と
を

考
え
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
遅
き

に
失
し
た
（
カ
ミ
サ
ン
談
）。
そ
れ

に
、
趣
味
が
木
工
な
の
で
、
木
に

触
れ
て
い
る
だ
け
で
豊
か
で
幸
せ

に
な
れ
ま
す
。

「
裏
山
で
の
遊
び
」

「
裏
山
で
の
遊
び
」

「
裏
山
で
の
遊
び
」

「
裏
山
で
の
遊
び
」

「
裏
山
で
の
遊
び
」

　
美
濃
の
山
奥
で
育
っ
た
た
め
、

裏
山
（
里
山
？
）
は
、
焚
き
付
け

を
取
り
に
入
っ
た
り
、
ト
リ
モ

チ
・
網
で
鳥
を
採
っ
た
り
、
兎
を

追
っ
た
り
、
猪
に
追
わ
れ
た
り
、

栗
・
木
の
実
採
取
、
松
茸
採
り
と
、

遊
び
場
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
水
遊

び
、
魚
採
り
も
。
ま
た
、
和
紙
材

料
の
ガ
ン
ピ
の
皮
で
、
お
小
遣
い

を
稼
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
県

歌
に
「
緑
を
染
め
て
朝
の
日

が･
･
･

岐
阜
は
木
の
国
、
山
の

国･･･

」
と
い
う
一
節
も
あ
り
、
木

と
山
は
身
近
に
あ
っ
て
、
檜
の
森

林
も
あ
り
、
枝
打
ち
名
人
の
技
も

見
る
事
が
で
き
た
時
代
で
し
た
。

「
庭
が
雑
木
林
に
」

「
庭
が
雑
木
林
に
」

「
庭
が
雑
木
林
に
」

「
庭
が
雑
木
林
に
」

「
庭
が
雑
木
林
に
」

　
地
目
は
山
林
で
、
全
て
斜
面
の

狭
い
土
地
に
家
を
建
て
、
四
半
世

紀
が
過
ぎ
、
今
は
鬱
蒼
と
し
た
雑

木
林
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
で
植
え
た
木
が
育
っ
た
こ
と

な
の
に
、
眺
め
て
た
め
息
を
つ
い

て
い
ま
す
。
も
っ
と
早
く
に
森
林

塾
で
枝
打
ち
、
間
伐
を
学
ん
で
お

け
ば
よ
か
っ
た
の
に･･･

。
こ
の

土
地
は
、
唐
松
林
で
造
成
後
も
我

が
家
側
の
樹
齢
四
十
年
く
ら
い
の

唐
松
を
十
本
残
し
ま
し
た
。
樹
間

と
家
の
周
り
に
、
色
々
な
広
葉

樹
、
百
本
以
上
を
家
族
で
植
え
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
木
が
細
い
ま
ま

高
く
成
長
し
た
と
こ
ろ
で
、
唐
松

を
伐
採
す
る
と
、
広
葉
樹
（
ブ
ナ
・

カ
ツ
ラ
・
ト
チ
・
モ
ミ
ジ
・
夏
ツ

バ
キ
・
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
）
が
す
く

す
く
と
成
長
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

旅
行
で
行
っ
た
場
所
で
拾
っ
た

種
、
知
人
が
く

れ
た
種
を
そ

の
木
々
の
間

に
埋
め
て
お

い
た
ら
、
実
生

で
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
オ
ー

ク
、
フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ

ア

オ
ー
ク
、
ユ
リ

ノ
キ
か
ら
ミ

ズ
ナ
ラ
ま
で
が
育
っ
て
き
て
、
ミ

ニ
ミ
ニ
植
物
園
状
態
。
裏
は
、
持

主
か
ら
、
好
き
な
よ
う
に
使
っ
て

い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
、
赤
松
と

唐
松
の
林
で
す
。
や
は
り
、
植
林

し
て
か
ら
手
入
れ
が
全
く
さ
れ
て

無
い
状
態
。
自
分
で
ミ
ズ
ナ
ラ
と

山
桜
を
植
え
ま
し
た
。（
森
林
塾

で
学
ん
だ
こ
と
が
実
践
で
き
る
、

自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
魅

力
で
す
。）

「
緑
の
防
人
＝
八
ヶ
岳
森
林
文
化

「
緑
の
防
人
＝
八
ヶ
岳
森
林
文
化

「
緑
の
防
人
＝
八
ヶ
岳
森
林
文
化

「
緑
の
防
人
＝
八
ヶ
岳
森
林
文
化

「
緑
の
防
人
＝
八
ヶ
岳
森
林
文
化

の
会
」

の
会
」

の
会
」

の
会
」

の
会
」

　
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
の
森
づ

く
り
部
会
に
入
り
、
市
民
の
森

（
そ
の
当
時
は
予
定
地
）
づ
く
り

の
、
間
伐
の
作
業
で
、
全
く
の
素

人
の
私
が
、
山
林
作
業
を
教
え
て

も
ら
っ
た
の
が
、
森
林
塾
Ｏ
Ｂ
の

Ｆ
さ
ん
で
し
た
。
初
心
者
の
私
に

と
っ
て
Ｆ
さ
ん
は
、
間
伐
・
枝
払

い
・
玉
切
り
・
集
材
の
作
業
す
べ

て
に
お
い
て
森
づ
く
り
の
プ
ロ
に

見
え
ま
し
た
。
そ
の
Ｆ
さ
ん
が
学

ん
だ
の
が
こ
の
森
林
塾
と
知
り
、

集
中
コ
ー
ス
に
申
し
込
ん
だ
の
が

森
林
塾
と
の
ご
縁
で
す
。
そ
の
後

泥
縄
で
、
山
づ
く
り
・
森
づ
く
り

の
本
を
読
み
ま
し
た
。
こ
こ
二
年

ほ
ど
は
、
仕
事
の
関
係
も
あ
り
、

森
づ
く
り
部
会
の
作
業
班
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
は
お
役
に
立
て
ず
、

集
中
コ
ー
ス
で
の
成
果
が
発
揮
で

き
ず
、
心
苦
し
い
状
況
で
す
。

「
ま
ず
行
動
を
」

「
ま
ず
行
動
を
」

「
ま
ず
行
動
を
」

「
ま
ず
行
動
を
」

「
ま
ず
行
動
を
」

　
樹
木
の
本
、
森
づ
く
り
の
本
に

囲
ま
れ
、
木
々
を
身
近
に
感
じ

　　　　　「「「「「気気気気気ににににになななななるるるるる木木木木木」」」」」
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◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　　　　　
むむむむむ
ららららら
さささささ
ききききき
ししししし
ききききき
ぶぶぶぶぶ
　　　　　
紫紫紫紫紫
式式式式式
部部部部部

　
くくくくく
ままままま
つつつつつ
づづづづづ
ららららら
科科科科科
　　　　　
紫紫紫紫紫
式式式式式
部部部部部
属属属属属

　　
落
葉
低
木
で
六
月
〜
八
月
の
夏

に
ピ
ン
ク
か
ら
濃
い
紅
紫
色
の
花

を
さ
か
せ
ま
す
。
小
さ
な
花
で
す

が
数
個
集
ま
っ
て
咲
き
、
近
く
で

見
る
と
と
て
も
あ
い
ら
し
い
、
き

れ
い
な
花
で
す
。
淡
い
紫
色
の
花

弁
か
ら
つ
き
だ
し
た
雄
し
べ
と
雌

し
べ
の
黄
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

目
を
ひ
き
ま
す
。

 

こ
の
木
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

紫
色
に
実
っ
た
実
の
方
が
有
名
で

す
よ
ね
。
で
も
葉
だ
け
の
時
の
紫

式
部
っ
て
、
誰
に
も
気
付
い
て
も

ら
え
な
い
み
た
い
で
す
。
葉
が
対

生
に
付
き
、
す
う
っ
と
し
た
感
じ

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、ご
要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

で
枝
を
伸
ば
し
て
い
て
、
割
と
見

分
け
や
す
い
特
徴
が
あ
る
の
で
す

が･･･

。
ど
こ
の
山
野
に
も
普
通

に
生
え
て
い
ま
す
。

　
紫
式
部
属
は
、
熱
帯
か
ら
温
帯

に
か
け
て
約
百
四
十
種
あ
り
、
日

本
に
は
十
一
種
が
分
布
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
む
ら
さ
き
し
き
ぶ

と
、
こ
む
ら
さ
き
、
や
ぶ
む
ら
さ

き
、
お
お
む
ら
さ
き
し
き
ぶ
、
他

に
、
と
さ
む
ら
さ
き
、
ビ
ロ
ー
ド

む
ら
さ
き
、
蓬
莱
む
ら
さ
き
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
こ
の
種
類
は
暖
か

い
地
方
に
分
布
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
私
た
ち
が
大
体
山
で
良
く
見

か
け
る
の
は
、
紫
式
部
か
、
藪
紫

の
よ
う
で
す
。

　
紫
式
部
は
、
大
き
い
も
の
で
約

二
ｍ
か
ら
三
ｍ
ほ
ど
に
な
り
、
株

立
ち
し
て
い
る
樹
の
、
花
時
や
実

が
付
い
て
い
る
と
き
に
出
会
う

と
、
思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
う

ほ
ど
見
事
で
す
。
藪
紫
は
六
月
〜

七
月
に
咲
き
、
花
数
が
二
〜
十
個

ほ
ど
で
、
果
実
も
ま
ば
ら
で
紫
式

部
よ
り
は
あ
ま
り
見
応
え
は
な
い

で
す
が
、
山
野
の
樹
と
い
う
趣
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
二
種
の
他
の
見
分
け
る
点

は
、
藪
紫
は
枝
や
葉
、
花
序
に
見

て
わ
か
る
く
ら
い
毛
が
多
く
、
紫

式
部
は
ほ
ぼ
無
毛
で
あ
る
こ
と

と
、
果
実
が
実
っ
て
い
る
と
き
で

は
、
藪
紫
に
は
萼
片
が
有
り
、
紫

式
部
に
は
無
い
こ
と
で
見
分
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
私
の
家
の
近
く
の
山
に
、
紫
式

部
が
沢
山
自
生
し
て
い
て
、
斜
面

の
少
し
上
か
ら
枝
を
枝
垂
れ
さ
せ

て
、
丁
度
目
の
位
置
に
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
毎
年
こ
の

時
期
に
な
る
と
散
歩
を
し
に
出
か

け
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
藪
を
か

き
分
け
、
蜘
蛛
の
巣
に
か
ら
ま
り

な
が
ら
行
く
、
ワ
イ
ル
ド
な
散
歩

コ
ー
ス
で
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
早
い
梅
雨
明
け
の
後
は
、
夏
ら

し
さ
の
な
い
日
々
が
続
き
、
よ
う

や
く
お
盆
頃
か
ら
暑
く
な
っ
た
の

も
束
の
間
、
は
や
秋
の
気
配
を
感

じ
る
よ
う
な
気
候
。
き
の
こ
に
は

い
い
よ
う
で
す
が
、
季
節
感
を
置

き
忘
れ
た
よ
う
な
夏
で
す
。
　

て
、
森
林
再
生
の
た
め
に
何
か
し

て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
趣

味
的
な
生
活
か
ら
、
森
林
塾
で
学

ん
だ
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
実
践

し
て
い
る
生
活
へ
と
、
変
え
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
好

き
な
事
が
好
き
な
だ
け
や
れ
る
」

（
定
年
退
職
）
状
態
が
目
前
で
、
わ

く
わ
く
し
て
い
る
一
方
で
、「
現

実
的
に
、
具
体
的
に
何
を
す
る

の
？
」
と
い
う
こ
と
を
、
敬
愛
す

る
山
の
神
か
ら
も
き
つ
く
問
わ
れ

て
い
る
の
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

　
私
は
名
古
屋
の
出
身
で
当
年
六

十
歳
で
す
。
ず
っ
と
名
古
屋
で
育

ち
生
計
を
建
て
て
き
た
の
で
、
街

の
に
ぎ
わ
い
、
ネ
オ
ン
の
輝
き
が

私
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
自
然

な
環
境
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い

身
体
に
染
み
付
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
九
十
年
代
に
始
ま
っ
た
住

宅
バ
ブ
ル
期
に
は
、
私
の
住
ん
で

い
た
緑
区
（
名
ば
か
り
で
し
た

が
）
は
、
元
々
少
な
か
っ
た
緑
と

い
う
緑
が
駆
逐
さ
れ
、
将
来
の
幹

線
道
路
の
た
め
に
用
地
が
赤
土
の

瓦
礫
の
広
場
へ
と
変
わ
り
、
そ
の

後
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
続
々
と
開
店
し
始

め
、
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
一
般

住
宅
が
ひ
し
め
く
よ
う
に
建
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
短
い
期
間
に
ど
ん

ど
ん
変
貌
し
て
い
く
街
の
姿
を
見

て
い
る
と
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
幼
少
の
頃
の

風
景
と
対
比
し
て
、
ま
だ
残
さ
れ

て
い
た
自
然
と
の
関
係
を
懐
か
し

ん
で
い
る
自
分
に
気
付
き
ま
し

た
。
そ
の
昔
は
、
名
古
屋
は
ま
だ

「
大
い
な
る
田
舎
」
と
揶
揄
さ
れ

て
い
た
程
で
、
大
小
の
工
場
と
工

場
の
間
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
水
が
き
れ
い
で
用

水
に
は
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
ザ
リ
ガ

ニ
・
カ
エ
ル
・
小
魚
・
チ
ョ
ウ
に

ト
ン
ボ
・
バ
ッ
タ
な
ど
季
節
を
感

じ
な
が
ら
遊
べ
る
自
然
が
身
近
に

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
我

が
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、

風
呂
と
ご
飯
は
昔
な
が
ら
の
釜
炊

き
と
廃
材
を
薪
の
よ
う
に
束
ね
た

も
の
を
業
者
か
ら
買
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
記
憶
が
甦
り
ま
す
。

　「
田
舎
暮
ら
し
」
の
宣
伝
文
句

に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

そ
の
頃
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、

仕
事
（
公
衆
衛
生
）
は
や
り
が
い

が
あ
り
、
仕
事
と
職
場
に
関
わ
る

活
動
に
も
忙
し
く
し
て
い
た
の

で
、
一
切
の
願
望
は
退
職
後
に
追

い
や
っ
て
、
炭
焼
き
や
里
山
づ
く

り
の
講
習
会
へ
の
参
加
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
技
術
講
習
な
ど
細
々
と
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
定
年
ま
で
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
時
期
に
、

中
津
川
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
恵
那
山
み
ど

り
の
会
」
に
め
ぐ
り
合
い
、
炭
焼

き
や
竹
林
整
備
、
国
有
林
の
ふ
れ

あ
い
事
業
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
し

て
徐
々
に
日
本
の

山
林
の
現
状
に
関

心
を
深
め
、
そ
の

方
面
の
書
物
も
幾

つ
か
読
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
先

輩
の
方
か
ら
島
﨑

先
生
の
「
山
造
り

承
り
ま
す
」
を
薦

め
ら
れ
、
森
林
塾
も
そ
れ
で
知
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
唯
一
再
生
可
能
で
自
給

可
能
な
資
源
で
あ
る
森
林
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
、
温
暖
化
防

止
に
大
い
な
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
、
さ
ら
に
日
本
人
に
と
っ
て
森

の
恵
み
と
と
も
に
生
き
て
き
た
文

化
や
歴
史
に
も
目
を
向
け
る
こ
と

な
ど
の
重
要
さ
を
掴
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
六
十
歳
の
手
習
い
で

す
が
、
私
に
出
来
る
こ
と
が
あ
る

な
ら
、
森
の
恵
み
に
感
謝
し
、
技

術
を
高
め
、
愉
し
み
な
が
ら
山
の

仕
事
に
関
わ
り
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

た
、
趣
味
の
木
工
は
、
グ
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
（
生
木
で
木
工
）

で
す
。
小
枝
・
ひ
こ
ば
え
の
大
き

く
な
っ
た
も
の
を
使
う
。
間
伐
材

の
丸
太
を
割
る
、
削
る
。
道
具
は

手
道
具
主
体
。
エ
コ
木
工
で
す
。

物
覚
え
は
悪
い
は
、
そ
そ
っ
か
し

い
は
、
体
力
は
無
い
は
で
す
が
、

物
事
は
楽
観
的
に
考
え
、
ま
ず
行

動
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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